
４年国語科単元指導計画  「場面をくらべて読もう」（全１０時間） 
【単元目標】 
 【関心・意欲・態度】 

○物語のあらすじやゆみ子の家族の思いに興味をもちながら、積極的に読んだり自分の考えを発表したりしようとすることができる。 
 【読む力】 
  ○登場人物の様子と場面の様子を、作品の中の大事な言葉に気をつけて想像しながら読むことができる。（ウ） 

○題名にこめられた作者の思いや主題について、自分なりの考えをもち、友だちの考えと比べることができる。（エ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【５つの言語意識】 

 

時  ねらい 学習活動 評価規準 
学ぶ意欲・学ぶ力・ 

学び得た力を育てるために 

１ 

物語作品を学

習するために

は場面をくら

べたり、物語

の主題に関わ

るようなキー

ワードに着目

したりしなが

ら読んでいく

とよいことが

わかり、心に

残ったことや

なぜだろうと

思ったことを

交流しながら

作品を読み深

めたいという

意欲をもつこ

とができる。 

１ 「一つの花」という題名を提示し、どんな意味なのか想像する。 

２ どんな話なのか想像をふくらませながら、実際はどんな話なのか実際に読ん

でみることを投げかけて、課題を設定する。 

 

 

〈自分学び〉 

３ 教師の範読を聞く。 

４ 自分で黙読して、感じたことをノートにまとめる。 

〈学び合い交流会〉 

５ ノートに書いた疑問や心に残ったことを発表して交流する。 

６ 5 つの場面に分け、登場人物を確認して、「一つ」「一つの花」に着目しなが

ら作品を読み深めていくことを確認する。 

 

 

 

〈ふり返り〉 

７ ふり返りの項目についてまとめの感想と自己評価を行う。 

８ 教師の評価を聞き、次時の学習に願いをもつ。 

関心・意欲・態度 

物語作品を学習

するためには場

面 を く ら べ た

り、物語の主題

に関わるような

キーワードに着

目したりしなが

ら読んでいくと

よいことがわか

り、心に残った

ことやなぜだろ

うと思ったこと

を交流しながら

作品を読み深め

たいという意欲

をもっている。 

学ぶ意欲 

これから読んでい

こうという意欲を持

たせるために、「一つ

の花」という題名を

取り上げ、題名には

深い意味があること

を知らせたり「一つ」

の言葉がたくさん使

われていることを確

認したりして、その

違いや意味に目を向

けるように投げかけ

る。 

２ 

学
習
の
見
通
し
を
も
つ
学
級
Ｔ
Ｔ 

作品を読み

深めるため

にはまずす

らすら読め

るようにな

ることが必

要であると

わかり、い

ろいろな読

み方練習を

通して、つ

まらずにす

らすらと音

読すること

ができる。 

１ 前時のふり返りの紹介を聞いて、考え方や学び方のよさを知る。 

２ 疑問を解決したり、作品を読み深めたりするためには、すらすら音読できる

ことが必要条件であることを知り、課題を設定する。 

 

 

〈自分学び〉 

３ 一人で音読する。 

〈学び合い交流会〉 

４ 一斉に丸読みをして、読み方を確認する。 

５ ペアで丸読みをする。 

６ グループで丸読みをする。 

７ 再度一斉に丸読みをして、読み方を確認する。 

 

 

 

〈ふり返り〉 

８ ふり返りの項目についてまとめの感想と自己評価を行う。 

９ 教師の評価を聞き、次時の学習に願いをもつ。 

読む力 

作品を読み深め

るためにはまず

すらすら読める

ようになること

が必要であると

わかり、いろい

ろな読み方練習

を通して、つま

らずにすらすら

と 音 読 し て い

る。 

学ぶ力 

 すらすらと読むた

めに、時間いっぱい

あきることなく、一

文 読 み や 一 斉 読 み

を、ペアでまたはグ

ループ、一斉でなど

さまざまな読み方で

練習する。 

相手意識 目的意識 場面・状況意識 方法意識 評価意識 
教室の友達に 作品の主題を読み取ったり、物語の世

界を想像しながら読んだりするために 

教材文を読み取る

場面で 

キーワードや会話文や行動、場面の様子

を表す言葉に着目することで 

キーワードや会話文、行動、場面の様子を表す言葉に

着目して読み取ったり、発言したりしているか 

【身につけたい力】 
〈学ぶ意欲〉 ○内容を読み深めようと何度も繰り返し音読したり、自分なりの考えを発表したりしようとする意欲 
 
〈学ぶ力〉  ○行動や会話文に着目して登場人物の様子や気持ちを読み取る力 
       ○場面ごとの様子の違いに着目して、場面の様子を読み取る力 
       ○対比される物に着目して、場面や登場人物の様子を読み取る力 
       ○仲間の考えと自分の考えを比べながら、内容の理解を深める力 
 
〈学び得た力〉○前の学習で読み取った内容と比べたり、行動や会話、場面の変化を表す言葉を手がかりにしたりして作品を読み

深めていく力 

「一つの花」に気をつけながら読もう。 

「一つの花」をすらすら音読できるようにしよう。 

とても悲しそうなお話だな。ゆみ子の生まれた時代ではなくてよかった。一

つの花にはどんな意味があるのか考えてみたい。 

つまらないで読めるようになった。漢字の読み方も大丈夫。もっとすらすら

読んで、お父さんやお母さんの気持ちが分かるようになりたい。 



３ 

1 場面の様

子を読み取

る た め に

は、「一つだ

け」という

キーワード

や食べ物な

どの生活を

表す言葉に

着目すると

よいことが

分かり、ゆ

み子とお母

さんの「一

つだけ」に

は「一つだ

けと言えば

も ら え る 」

「一つしか

ない」の違

いがあるこ

とを通して

家族が置か

れていた苦

しい生活の

様子を読み

取ることが

できる。 

１ 前時のふり返りの紹介を聞いて、学び方のよさを知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈ふり返り〉 

６ ふり返りの項目についてまとめの感想と自己評価を行う。 

７ 教師の評価を聞き、次時の学習に願いをもつ。 

読む力 

1 場面の様子を

読み取るために

は、「一つだけ」

というキーワー

ドや食べ物など

の生活を表す言

葉に着目すると

よいことが分か

り、ゆみ子とお

母さんの「一つ

だけ」には「一

つだけと言えば

もらえる」「一つ

しかない」の違

いがあることを

通して家族が置

かれていた苦し

い生活の様子を

読 み 取 っ て い

る。 

学ぶ力 

「一つ」にこだわっ

て読み取りを進める

ために、「一つだけ」

の言葉に線を引かせ

たり、「一つ」に着目

した発表を価値付け

たりする。 

４ 

確
か
な
力
を
つ
け
る
習
熟
度
別
少
人
数
指
導 

2 場面の様

子を読み取

る た め に

は、お父さ

んとお母さ

んの会話や

行動を表す

言葉に着目

するとよい

ことがわか

り、「めちゃ

くちゃに」

高い高いす

るお父さん

のゆみ子を

思う気持ち

を読み取る

ことができ

る。 

１ 前時のふり返りの紹介を聞いて、学び方のよさを知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈ふり返り〉 

６ ふり返りの項目についてまとめの感想と自己評価を行う。 

７ 教師の評価を聞き、次時の学習に願いをもつ。 

読む力 

2 場面の様子を

読み取るために

は、お父さんと

お母さんの会話

や行動を表す言

葉に着目すると

よいことがわか

り、「めちゃくち

ゃに」高い高い

するお父さんの

ゆみ子を思う気

持ちを読み取っ

ている。 

学ぶ力 

物語を読むときに

は、登場人物の行動

を表す言葉や会話の

文に着目して考える

とよいことを自分学

びでは確認して、そ

の読み方を使ってい

る子を朱書きや声か

けで価値付ける。 
さらに学び合い交

流会で「一つ」にこ

だわって考えたり、

めちゃくちゃに高い

高いなどの行動を表

す言葉に着目して発

言したりしている姿

を価値付ける。 

【はばたきコース】 

２ ゆみ子とお母さんの「一つだけ」

の言葉に着目し、意味の違いに目

を向けて課題を設定する。 

 

 

〈自分学び〉 

３ 物語文を読むときの読み方を確

認する。 

４ 線を引きながら１場面を音読し

て、自分の考えをノートにまとめ

る。 

 

 

 

 

〈学び合い交流会〉 

５ 仲間の意見と関わらせて自分の

考えを発表して交流する。 

 

【かがやきコース】 

２ 挿絵の話を説明する。挿絵を参

考にしながら、「一つ」に目を向

けて課題を設定する。 

 

 

〈自分学び〉 

３ 「一つ」・行動や会話文を表す表

現に目を向けることを丁寧に確認

し、線を引きながら音読する。 

４ その言葉から自分の考えをノー

トに書く。 

 

 

 

 

〈学び合い交流会〉 

５ 見つけた表現を全員で確認す

る。表現ごとに自分の考えを発表

して交流する。 

ゆみ子の「一つだけ」とお母さんの「一つだけ」はどこがちがうのだろう。 

【はばたきコース】 

２ お母さんとお父さんの「一つだ

け」の言葉に着目し、意味の違

いに目を向けて課題を設定す

る。 

 

 

 

〈自分学び〉 

３ 物語文を読むときの読み方を確

認する。 

４ 線を引きながら１場面を音読し

て、自分の考えをノートにまとめ

る。 

 

 

 

 

〈学び合い交流会〉 

５ 仲間の意見と関わらせて自分の

考えを発表して交流する。 

【かがやきコース】 

２ 挿絵の話を説明する。挿絵を参

考にしながら、「一つ」に目を向

けて課題を設定する。 

 

 

 

 

〈自分学び〉 

３ 「一つ」・行動や会話文を表す表

現に目を向けることを丁寧に確認

し、線を引きながら音読する。 

４ その言葉から自分の考えをノー

トに書く。 

 

 

 

 

〈学び合い交流会〉 

５ 見つけた表現を全員で確認す

る。表現ごとに自分の考えを発表

して交流する。 

「一つだけちょうだい」というゆみ子のことを考えるお父さんはどんな気持

ちだろう。 

お父さんの気持ちはとても悲しいものだった。食べ物をあげたくてもあげら

れないどうにもならない気持ちから、めちゃくちゃに高い高いをしたという

ことが分かった。高い高いしかしてあげられないから、めちゃくちゃにして

あげているのだということが分かった。 

ゆみ子の「一つだけ」とお母さんの「一つだけ」では、意味が違うことが分か

った。ゆみ子の生きた時代はとてもまずしくて満足に食べることもできず、命

の危険もあった。少しでもたくさん食べたいとゆみ子なりに考えて「一つだけ」

を言っていた。 

・「一つだけちょうだい。」 ・おまんじゅうだの、キャラメルだの、チョ

コレートだの、そんな物はどこへ行ってもありませんでした。 
・おやつどころでは ・配給 ・おいもや豆やかぼちゃ ・いつもおなか

をすかしていた ・いくらでもほしがる ・「一つだけ―。」 

・「なんてかわいそう子でしょうね。…。」 
・「この子は、一生…。一つだけのいも、一つだけのにぎり飯、…。」 
・そんなとき、お父さんは、決まってゆみ子をめちゃくちゃに高い高いす

るのでした。 



５ 

3 場面を読

み取るため

には、お母

さんの行動

や 周 り の

人々とゆみ

子の家族の

違いに着目

するとよい

ことがわか

り、「まるで

戦争になん

か行く人で

はないかの

ように」い

るゆみ子の

家族の寂し

い様子を読

み取ること

ができる。 

１ 前時のふり返りの紹介を聞いて、学び方のよさを知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈ふり返り〉 

６ ふり返りの項目についてまとめの感想と自己評価を行う。 

７ 教師の評価を聞き、次時の学習に願いをもつ。 

読む力 

3 場面を読み取

るためには、お

母さんの行動や

周りの人々とゆ

み子の家族の違

いに着目すると

よいことがわか

り、「まるで戦争

になんか行く人

ではないかのよ

うに」いるゆみ

子の家族の寂し

い様子を読み取

っている。 

学ぶ力 

物語を読み深める

ために、登場人物の

行動を表す言葉や会

話の文に着目して読

んでいくほかに、自

分学びの時に対比さ

れているものに着目

する読み方があるこ

とを確認する。 
また、交流する時

には対比を取り入れ

た発表をした子のと

ら え 方 を 価 値 付 け

る。 

６ 

確
か
な
力
を
つ
け
る
習
熟
度
別
少
人
数
指
導 

４場面を読

み取るため

には、お父

さんやお母

さんの行動

や言葉に着

目するとよ

いことが分

かり、「一つ

だ け の お

花、大事に

するんだよ

う」や「に

っこり笑う

と、何も言

わずに…」

の言葉など

をもとにゆ

み子の幸せ

を願う思い

を読み取る

ことができ

る。 

１ 前時のふり返りの紹介を聞いて、学び方のよさを知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈ふり返り〉 

６ ふり返りの項目についてまとめの感想と自己評価を行う。 

７ 教師の評価を聞き、次時の学習に願いをもつ。 

読む力 

４場面を読み取

るためには、お

父さんやお母さ

んの行動や言葉

に着目するとよ

い こ と が 分 か

り、「一つだけの

お花、大事にす

るんだよう」や

「にっこり笑う

と、何も言わず

に…」の言葉な

どをもとにゆみ

子の幸せを願う

思いを読み取っ

ている。 

学ぶ力 

物語を読むときに

は、登場人物の行動

を表す言葉や会話の

文に着目して考える

とよいことを自分学

びでは確認して、そ

の読み方を使ってい

る子を朱書きや声か

けで価値付ける。 
さ ら に 交 流 会 で

は、それらの言葉に

着目して発言してい

る こ と を 価 値 付 け

る。 

【はばたきコース】 

２ ゆみ子の「一つだけ～」の言葉を

取り上げ、さらに駅にいる人とゆ

み子の家族の違いに目を向けて

課題を設定する。 

 

 

〈自分学び〉 

３ 物語文を読むときの読み方を確

認する。 

４ 線を引きながら３場面を音読し

て、自分の考えをノートにまとめ

る。 

 

 

 

 

〈学び合い交流会〉 

５ 仲間の意見と関わらせて自分の

考えを発表して交流する。 

【かがやきコース】 

２ 挿絵の話を説明する。挿絵を参

考にしながら、「一つ」と駅の様

子に目を向けて課題を設定す

る。 

 

 

〈自分学び〉 

３ 「一つ」・行動や会話文を表す表

現に目を向けることを丁寧に確認

し、線を引きながら音読する。 

４ その言葉から自分の考えをノー

トに書く。 

 

 

 

 

〈学び合い交流会〉 

５ 見つけた表現を全員で確認す

る。表現ごとに自分の考えを発表

して交流する。 

お父さんが戦争に行く時のゆみ子の家族の気持ちを考えよう。 

【はばたきコース】 

２ ゆみ子とお父さんの「一つだけ」

の言葉に着目し、意味の違いに目

を向けて課題を設定する。 

 

 

 

〈自分学び〉 

３ 物語文を読むときの読み方を確

認する。 

４ 線を引きながら４場面を音読し

て、自分の考えをノートにまとめ

る。 

 

 

 

 

 

〈学び合い交流会〉 

５ 仲間の意見と関わらせて自分の

考えを発表して交流する。 

【かがやきコース】 

２ 挿絵の話を説明する。挿絵を参考

にしながら、「一つ」に目を向け

て課題を設定する。 

 

 

 

〈自分学び〉 

３ 「一つ」・行動や会話文を表す表

現に目を向けることを丁寧に確認

し、線を引きながら音読する。 

４ その言葉から自分の考えをノー

トに書く。 

 

 

 

 

 

〈学び合い交流会〉 

５ 見つけた表現を全員で確認する。

表現ごとに自分の考えを発表して

交流する。 

「一つだけのお花、大事にするんだよー。」と言ったお父さんはどんな気持

ちだろう。 

・ほかにも戦争に行く人があって、…ときどきばんざいの声が起こりまし

た。・たえず勇ましい軍歌、・ほかに見送りのないお父さん、・小さくばんざ

い、・まるで戦争になんか行く人ではないかのように 

・プラットホームのはしっぽの、ごみすて場のような所に、わすれられたよ

うにさいていたコスモス、・「さあ、一つだけあげよう。一つだけのお花、大

事にするんだようー。」・にっこり笑うと、何も言わずに、汽車に乗っていっ

てしまいました。・ゆみ子のにぎっている一つの花を見つめながらー。 

一つだけちょうだいと言えば何でももらえると思っていたゆみ子に、お父さ

んはメッセージを送ったことが分かった。コスモスはどんな場所にもさく強

い花だからこそ、これからの苦しい生活にも希望をもって生きてほしいと願

っていたのだと分かった。 

ゆみ子の家族は、プラットホームのはしにいて、小さくばんざいしていたり

歌を歌っていたりと、他の人たちとは全く正反対だ。まるで戦争になんか行

く人ではないかのようにとあるので、ひっそりとしている感じがする。 



７ 

５場面を読

み取るため

には、１０

年後と戦時

中の生活の

違いに着目

するとよい

ことがわか

り、生活の

違いや前の

場面の学習

内容からゆ

み子やお母

さん、お父

さんの気持

ちを文章の

言葉をもと

に想像しな

がら読むこ

と が で き

る。 

１ 前時のふり返りの紹介を聞いて、学び方のよさを知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈ふり返り〉 

６ ふり返りの項目についてまとめの感想と自己評価を行う。 

７ 教師の評価を聞き、次時の学習に願いをもつ。 

読む力 

５場面を読み取

るためには、１

０年後と戦時中

の生活の違いに

着目するとよい

ことがわかり、

生活の違いや前

の場面の学習内

容からゆみ子や

お母さん、お父

さんの気持ちを

文章の言葉をも

とに想像しなが

ら読んでいる。 

学ぶ力 

物語を読み深める

ために、登場人物の

行動を表す言葉や会

話の文に着目して読

んでいくほかに、自

分学びのときに対比

されているものに着

目する読み方がある

こ と を 再 度 確 認 す

る。 
また、交流する時

には対比を取り入れ

た発表をした子のと

ら え 方 を 価 値 付 け

る。 

８ 

音読で物語

の世界を表

現するため

には、学習

した場面の

大切な表現

をもとに声

の大きさや

表情、速さ

などを工夫

すればよい

ことに気付

き、自分が

選んだ場面

を音読で表

現すること

ができる。 

１ 前時のふり返りの紹介を聞いて、考え方や学び方のよさを知る。 

２ 前時までの学習を活かして音読するためには、音読の仕方に工夫をすること

が大切であることを知り、課題を設定する。 

 

 

〈自分学び〉 

３ 音読で表現する時にどんな工夫があるとよいか確認する。（表情・速さ・声の

大きさなど） 

４ 場面を選択して、一人で音読する。 

〈学び合い交流会〉 

５ グループで交流会をして、お互いにアドバイスをして練習を続ける。 

 

 

 

〈ふり返り〉 

６ ふり返りの項目についてまとめの感想と自己評価を行う。 

７ 教師の評価を聞き、次時の学習に願いをもつ。 

読む力 

音読で物語の世

界を表現するた

めには、学習し

た場面の大切な

表現をもとに声

の 大 き さ や 表

情、速さなどを

工夫すればよい

ことに気付き、

自分が選んだ場

面を音読で表現

している。 

学ぶ力 

音読で表現すると

きには声の大きさや

速さ、表情を工夫す

ることが大切である

ことを確認し、その

工夫でどのように違

いが出るのかを体験

させて、実感させる。 

９ 

付
け
た
力
を
確
か
め
合
う
学
級
Ｔ
Ｔ 

音読で作品

を読み深め

るために場

面の様子を

読むときの

大切な表現

に着目すれ

ばいいこと

に気付き、

音読発表会

で読み方を

工 夫 し た

り、仲間の

工夫を見つ

けたりする

ことができ

る。 

１ 前時のふり返りの紹介を聞いて、考え方や学び方のよさを知る。 

２ 前時までの学習を活かして発表会を開くことを知り、課題を設定する。 

 

 

〈自分学び〉 

３ 音読発表会で表現する時にどんな工夫があるとよいか再度確認し、評価する

項目を理解する。（表情・速さ・声の大きさなど） 

４ 一人で音読練習をする。 

〈学び合い交流会〉 

５ 音読発表会を行う。 

 

 

 

 

〈ふり返り〉 

６ ふり返りの項目についてまとめの感想と自己評価を行う。 

７ 教師の評価を聞き、次時の学習に願いをもつ。 

読む力 

音読で作品を読

み深めるために

場面の様子を読

むときの大切な

表現に着目すれ

ばいいことに気

付き、音読発表

会で読み方を工

夫したり、仲間

の工夫を見つけ

たりしている。 

学び得た力 

 音読の工夫をうま

く使って読んでいる

子を、自分学びで価

値付けたり、全体指

導 で 確 認 し た り す

る。 

【はばたきコース】 

２ 今までずっとあった「一つだけ」

の言葉に着目し、5 場面にはな

いことから課題を設定する。 

 

 

〈自分学び〉 

３ 物語文を読むときの読み方を確

認する。 

４ 線を引きながら５場面を音読し

て、自分の考えをノートにまとめ

る。 

 

 

〈学び合い交流会〉 

５ 仲間の意見と関わらせて自分の

考えを発表して交流する。 

【かがやきコース】 

２ 挿絵の話を説明する。挿絵を参

考にしながら、「一つ」に目を向

けて課題を設定する。 

 

 

〈自分学び〉 

３ 「一つ」・行動や会話文を表す表

現に目を向けることを丁寧に確認

し、線を引きながら音読する。 

４ その言葉から自分の考えをノー

トに書く。 

 

 

〈学び合い交流会〉 

５ 見つけた表現を全員で確認す

る。表現ごとに自分の考えを発表

して交流する。 

５場面は今までの場面とのちがいは何だろう。 

好きな場面を様子がよく伝わるように音読練習しよう。 

「一つの花」の世界が想像できる音読発表会を開こう。 

それぞれの好きな場面を聞いて、場面の様子をうまく表現していると思った。

声の大きさや速さも大切だけど、読み取ったことをうまく利用すればいいこ

とが分かった。 

自分の選んだ場面をたくさん練習することができた。お父さんやお母さんの

気持ちがよく伝わるように声の感じを工夫することができた。 

１０年の間にゆみ子とお母さんの生活は大きく変わっていることが分かっ

た。コスモスの花がいっぱいにさいていることは、きっとお父さんの願いを

受けとめたからなんだろうな。戦争と平和の差が一番大きい。 

・１０年の年月、・お父さんの存在、・コスモスの花、・ミシンの音、・お肉と

お魚、・ゆみ子の成長、・買い物、・お母さんとゆみ子の生活、・戦争と平和 



１
０ 

作品の主題や題

名に込められた

作者の願いを考

えるためには、

今までの学習内

容を振り返るこ

とやキーワード

に着目するとよ

い こ と に 気 付

き、自分なりの

考えをもち、仲

間の意見と比べ

ながら、考えを

認め合ったり、

深め合ったりす

る こ と が で き

る。 

１ 前時のふり返りの紹介を聞いて、考え方や学び方のよさを知る。 

２ 前時までの学習をふり返り、物語の最終課題を設定する。 

 

 

〈自分学び〉 

３ 一人で場面の様子の移り変わりを思い起こしながら、音読をする。 

４ 今までの学習内容を振り返り、「一つ」の違いについて再度考えて、作者の願

いについて自分の考えをまとめる。 

〈学び合い交流会〉 

５ 自分の考えを発表して、作者の願いについて話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

〈ふり返り〉 

６ ふり返りの項目についてまとめの感想と自己評価を行う。 

７ 教師の評価を聞き、次時の学習に願いをもつ。 

読む力 

作品の主題や題

名に込められた

作者の願いを考

えるためには、

今までの学習内

容を振り返るこ

とやキ―ワード

に着目するとよ

い こ と に 気 付

き、自分なりの

考えをもち、仲

間の意見と比べ

ながら、考えを

認め合ったり、

深めたりしてい

る。 

学び得た力 

物語に対する自分

なりの考えをもつこ

とができるようにす

るために、登場人物

の行動を表す言葉や

会話の文に着目して

読んでいくほかに、

自分学びのときに対

比されているものに

着目する読み方があ

ったこと、場面の移

り変わりを考えてい

くことを再度確認す

る。 
自分なりの考えが

もてることが大切と

いうことを話す。 

 

「一つの花」にこめられた作者の願いは何だろう。 

自分の考えをもつことが大切だと分かった。この作品では、戦争と平和がテ

ーマになっていると思う。「一つの花」には、苦しい生活の中でも生きる希望

をもってほしいというお父さんの願いがつまっていた。それをゆみ子やお母

さんはしっかりと考えることができたと思う。だから、１０年後の生活は明

るいと思う。きっと作者は戦争が悲しいものということを伝えたかったので

はないかと思う。 



公開３           第 4 学年 4 組国語科学習指導と評価の案 

日時：11 月 14 日（月） 授業者：橋本 克子（習熟度別少人数指導かがやきコース） 場所：国語少人数教室 
１、単元名  「場面をくらべて読もう」  教材名  「一つの花」   今西 祐行 
２、本時の目標（６／１０） 

４場面の様子を読み取るためにはお父さんやお母さんの行動や会話文、「一つ」というキーワードに着目するとよいことが分かり、「一つ

だけのお花、大事にするんだようー。」や「ゆみ子のにぎっている、一つの花を見つめながらー。」をもとにゆみ子の幸せを願うお父さんの

思いを読み取ることができる。 

３、本時の評価規準〈読むこと〉 
４場面の様子を読み取るためにはお父さんやお母さんの行動や会話文、「一つ」というキーワードに着目するとよいことが分かり、「一つ

だけのお花、大事にするんだようー。」や「ゆみ子のにぎっている、一つの花を見つめながらー。」をもとにゆみ子の幸せを願うお父さんの

思いを読み取っている。 

４、子どもの実態 
 学ぶ意欲：○場面の様子を読み取ろうと進んで音読したり、繰り返し音読したりしようとする意欲が高く、読み取ったことを仲間に伝えよう

とする意欲も少しずつ高まってきた。 
学ぶ力 ：○着目した言葉から読み取った内容にはまだ深まりないが、文章中の言葉に着目して考えられる児童は増えてきている。また、少

しずつ仲間の考えに付けたしをしながら自分の考えを発表できるようになってきている。 
学び得た力：○作品の登場人物の行動や気持ち、会話文、そして主題に関わるキーワードに着目して読み取りを進められるようになってきた。 

５、本時の展開（６／１０時）  「かがやき」コース ★「かがやき」コースの特徴 
 学 習 活 動 研究テーマ具現のための手立て 

つ 

か 

む 
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め 
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１ 前時のふり返りから、学び方のよさを確認する。 
２ 課題を設定する。 

○★挿絵に描かれている場面の様子を説明する。 
 ○音読をする。 

説明の中からお父さんが「一つの花」をもっていることとゆみ子にあげ

ようとしていることを取り上げ、そのときのお父さんは一体どんな気持

ちなのか考えることを投げかける。 
 
 
３ 自分学び 

○お父さんを中心に登場人物の行動や会話を表す言葉や「一つだけ」に着

目することを確認する。 
○読みながらキーワードやキーセンテンスに線を引く。 
○線を引いたところをもとに、読み取った気持ちをノートに書く。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
４ 学び合い交流会 

○★線を引いた表現を発表し、確認する。 
○★ノートに書いた自分の考えを表現をもとに発表する。 

・コスモスなので、きれいな花をあげて喜ばせたかったと思います。 
・大事にするんだよとあるので、コスモスの花を大切にしてほしかったと思います。 
・一つの花にはゆみ子に対して何か願いがあったと思います。 
・お父さんはいなくなるけどしっかり生きてほしいと思っていたと思います。 
５ まとめ 
 
 
 
 
 
６ ふりかえり 

本時の学習を振り返って、評価項目について自己評価と感想を書く。 
７ 教師の評価を聞き、次回の学習について見通しをもつ。 
 
〈評価の３つの観点〉 
学ぶ意欲：今日の「一つ」にはどんな意味があるのかを考えて読もうとする姿。 
学ぶ力：行動や会話の言葉に着目して、お父さんの気持ちを読み取っていく姿。 
学び得た力：「一つだけのお花、…。」にはお父さんの思いがこめられていたこと

を読み取れた姿。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「一つだけのお花、大事にするんだよー。」と言ったお父さんの気持ちを考えよう。 

戦争で食べ物もたくさんはないし、お父さんもいなくなるかもしれない。き

っとゆみ子には寂しい思いをさせるだろうが、このたくましくきれいに咲く

コスモスのように生きてほしいという願いがあるんだな。お父さんのゆみ子

に幸せに生きてほしいという願いがあるんだな。 

〈子どもに自信を持たせる認め・励まし〉 

ノートのふり返りを紹介して、前時の児童の学び方や読

み取りの気づきのよさを紹介する。【研究内容Ⅳ③】 

〈願いやあこがれ・ 

子どもの課題意識を引き出す資料の提示〉 

本時考える意識を起こすために、４場面の挿絵を提示す

る。説明させることであらすじを理解し、さらに絵の様

子から本時の課題意識をもたせる。【研究内容Ⅲ②】 

 

〈読むこと領域における課題追究の手立ての明確化〉 

・登場人物の動きやしたことを表す表現を見つける。 

・会話文から気持ちを見つける。 

・「一つ」というキーワードに着目する。 

・見つけた表現から、課題について考えたことをまとめ

る。           【研究内容Ⅲ①】 

〈子どもの実態に応じた指導・援助の工夫〉 

・本文の言葉を自分なりの言葉に置き換えて表現できて

いることを自分学びや話し合いの中で評価する。 

・読み取ったことがはっきりするように、「この言葉か

らお父さんのどんな気持ちがわかるか」「ここの気持

ちはどうしてそのように考えたの」というように考え

が課題とずれないように根拠をはっきりさせる。 

・表現を取り上げ、動作化をする。 

・切り返し発問を行う。 

「コスモスの花を大切にしてほしかったのかな」 

 「にっこり笑ったのは、どんな思いがあったからかな」 

【研究内容Ⅳ①】 

〈子どもに自信を持たせる認め・励まし〉 

・話し合いの中で物語文の学び方ができていた児童を価

値付ける。 

・授業後には、本時の学習内容における自分の考えの深

まりについて書いた感想から、読み取った内容のよさ

を認めて、ノートに朱書きを入れる。【研究内容Ⅳ③】 

〈互いの言語能力の高まりを実感できる 

必然性のある学び合いの工夫〉 

・自分の考えを交流できる学び合いの位置付け 

・それぞれの考えを交流することに意味があることの価

値付け。 

・話し合いやノートのふり返りで自分と仲間の意見の違

いに目を向けて深まったことを実感させる。 

【研究内容Ⅲ④】 

〈読み取らせたい表現例〉 

・「みんなおやりよ」 

・お父さんは、プラットホームのはしっぽの、ごみすて場のような所に、わすれら

れたようにさいていたコスモスの花を見つけたのです。 

・あわてて帰ってきたお父さんの手には、一輪のコスモスの花がありました。 

・「さあ、一つだけあげよう。一つだけのお花、大事にするんだようー。」 

・お父さんは、それを見てにっこり笑うと、何も言わずに、汽車に乗って行ってし

まいました。 



公開３          第 4 学年 4 組国語科学習指導と評価の案 

日時：11 月 14 日（月） 授業者：道上 修身（習熟度別少人数指導はばたきコース） 場所：４年４組教室 
１、単元名  「場面をくらべて読もう」  教材名  「一つの花」   今西 祐行 
２、本時の目標（６／１０） 

４場面の様子を読み取るためにはお父さんやお母さんの行動や会話文、「一つ」というキーワードに着目するとよいことが分かり、「一つ

だけのお花、大事にするんだようー。」や「ゆみ子のにぎっている、一つの花を見つめながらー。」をもとにゆみ子の幸せを願うお父さんの

思いを読み取ることができる。 

３、本時の評価規準〈読むこと〉 
４場面の様子を読み取るためにはお父さんやお母さんの行動や会話文、「一つ」というキーワードに着目するとよいことが分かり、「一つ

だけのお花、大事にするんだようー。」や「ゆみ子のにぎっている、一つの花を見つめながらー。」をもとにゆみ子の幸せを願うお父さんの

思いを読み取っている。 

４、子どもの実態 
 学ぶ意欲：○場面の様子を読み取ろうと進んで音読したり、繰り返し音読したりしようとする意欲が高く、読み取ったことを仲間に伝えよう

とする意欲も少しずつ高まってきた。 
学ぶ力 ：○着目した言葉から読み取った内容にはまだ個人差があるが、文章中の言葉に着目して考えたり、仲間の意見から考えを深めたり

できる児童は増えてきている。また、少しずつ仲間の考えと自分の考えを比べながら発表できるようになってきている。 
学び得た力：○作品の登場人物の行動や気持ち、会話文、そして主題に関わるキーワードに着目して読み取りを進められるようになってきた。 

５、本時の展開 「はばたき」コース   ★「はばたき」コースの特徴 
 学 習 活 動 研究テーマ具現のための手立て 

つ 

か 
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１ 前時のふり返りを確認する。 
２ 課題を設定する。 

○★前時までの内容を振り返り、「一つだけ」の言葉がどのような違いがあった

のか確認する。 
○この４場面にも「一つだけ」の言葉があり、題名と同じ「一つの花」もあるこ

とを確認して、父親の最後の言葉に着目しながら、「一つの花」についてどん

な意味がありそうか想像する。 
 
 
３ 自分学び 
 ○お父さんの気持ちについて、読み取ったことをノートにまとめる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 学び合い交流会 
 ○★読み取ったことを仲間の意見と関わらせながら発表する。 
 ○仲間の意見を聞きながら、お父さんの言葉の意味について考えを出し合い、文

章を読み深める。 
・「一つ」の大事な意味を知らせたかったと思います。 
・一つを大事にするんだようと言っているので、一つの命を大事にしなさいという

意味があると思います。 
・ゆみ子はこの花のように一人しかいないということを伝えたかったと思います。 
・ごみすて場のようなところにさいていたきれいな花だから、戦争の苦しい中でも

しっかり生きてほしいと言いたかったと思います。 
・前の場面で「一つだけの喜び」とあったけど、そのときの気持ちとも似ていると

思います。 
５ まとめ 
 
 
 
 
 
６ ふりかえり 

本時の学習を振り返って、評価項目について自己評価と感想を書く。 
７ 教師の評価を聞き、次回の学習について見通しをもつ。 
〈評価の３つの観点〉 
学ぶ意欲：今日の「一つ」にどんな意味があるのかを考えて読もうとする姿。 
学ぶ力：行動や会話の言葉に着目することや、友達の意見を自分の考えを比べて考

えることで読み深めていく姿。 
学び得た力：「一つだけのお花、…。」には、お父さんの思いがこめられていること

を読み取れた姿。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「一つだけのお花、大事にするんだよー。」と言ったお父さんの気持ちを考えよう。 

〈互いの言語能力の高まりを実感できる 

必然性のある学び合いの工夫〉 

・自分の考えを交流できる学び合いの位置付け。 

・それぞれの考えを交流することに意味があることの

価値付け。 

・それぞれの考えを価値付け、どの意見とどの意見が

関わるのか教師が板書に位置付ける。 

【研究内容Ⅲ④】 

戦争で食べ物もたくさんはないし、お父さんもいなくなるかもしれない。きっとゆみ

子には寂しい思いをさせるだろうが、このたくましくきれいに咲くコスモスのように

生きてほしいという願いがあるんだな。お父さんのゆみ子に幸せに生きてほしいとい

う願いがあるんだな。 

〈子どもに自信を持たせる認め・励まし〉 

ノートのふり返りを紹介して、前時の児童の学び方や

読み取りの気づきのよさを紹介する。【研究内容Ⅳ③】 

〈子どもの実態に応じた指導・援助の工夫〉 

・登場人物の行動や会話から見つけたお父さんの気持

ちを朱書きで価値付ける。 

・読み取ったことを個人カルテに書き、考えを把握し、

話し合いを組織化する。 

・前の場面とどのようにつながっているのか問いかけ

る。 

・読み取ったことを仲間の意見と関わりやすくするた

めに使いたい話形を示す。 

・子どもたちの考えを整理しながら、読み取った内容

をさらに深める発問を行う。 

「ゆみ子を見るのではなく、最後はゆみ子のにぎって

いた一つの花を見つめながら」お父さんは行ってし

まった。そこから一つの花にはどんな思いがこめら

れていると思いますか。」   【研究内容Ⅳ①】 

〈読むこと領域における課題追究の手立ての明確化〉 

・登場人物の動きやしたことを表す表現を見つける。 

・会話文から気持ちを見つける。 

・「一つ」というキーワードに着目する。 

・見つけた表現から、課題について考えたことをまと

める。           【研究内容Ⅲ①】 

〈子どもに自信を持たせる認め・励まし〉 

・話し合いの中で物語文の学び方ができていた児童を

価値付ける。 

・授業後には、本時の学習内容における自分の考えの

深まりについて書いた感想から、読み取った内容の

よさを認めて、ノートに朱書きを入れる。 

【研究内容Ⅳ③】 

〈読み取らせたい表現例〉 

・お父さんは、プラットホームのはしっぽの、ごみすて場のような所に、わすれられ

たようにさいていたコスモスの花を見つけたのです。 

・あわてて帰ってきたお父さんの手には、一輪のコスモスの花がありました。 

・「さあ、一つだけあげよう。一つだけのお花、大事にするんだようー。」 

・お父さんは、それを見てにっこり笑うと、何も言わずに、汽車に乗って行ってしま

いました。 

・ゆみ子のにぎっている、一つの花を見つめながらー。 

〈願いやあこがれ・ 

子どもの課題意識を引き出す資料の提示〉 

本時考える意識を起こすために、今までに読んできた

場面の学習掲示を示す。【研究内容Ⅲ②】 



 


